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主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

2010 年 1 月 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

Ｎｏ．15 

お知らせ 

 

 ■「学校法人 日本聾話学校」 町田市 ■「隠退牧師老人ホーム 信愛荘」 青梅市  

■クリスマス献金の報告 
11 月 25 日の点火祭及び 12 月 16、17 日のクリスマス礼拝で献げられた献金は、総額
344,610 円でした。今年は下記の七つの団体にお献げいたします。 

 

■「社会福祉法人 久美愛園」 さいたま市  

■「ＮＰＯ自立生活支援サポートセンター もやい」 新宿区 

■「児童養護施設 光の子どもの家」 北埼玉郡 ■「児童養護施設 ホザナ園」 さいたま市 

■「特別養護老人ホーム 川越ｷﾝｸﾞｽｶﾞｰﾃﾞﾝ」 川越市 

 

「飛んでいった矢」 

                               

谷川俊太郎先生の詩に「さようなら」があります。切れ切れにしか思い出せませんが、

「ぼくもういかなきゃなんない すぐいかなきゃなんない どこへいくのかわからないけど 

(中略) ひとりでいかなきゃなんない どうしてなのかしらないけど (後略)」。 

平凡そのものと片付けられてしまう子育てしかできなかったのに。息子が「さようなら」

と言って一人で歩きはじめたその時を、父親である僕は知りません。知識や技術は、後

からやれば追いつくことも出来るでしょう。子どもの頃の息子との体験は、後から追いつく

ことはできないのに。聖書は、もう飛んでいった矢を追いかけてはいけない、と言います。

日本で職が見つからないので、英国で期限付きの仕事に就いている。カタコト英語の

息子にとって、何を聞いてもよく分からず、何を話してもよく通ぜず、毎日がストレスの積

み重ねだ。心身の疲れをいやせるような下宿でもないらしく、外食も合わないのか、あの

子がときどき自炊しているとは。 

とつぜん、２週間の帰国をする、とメールが来ました。クリスマス休暇なので、それがあ

ちらではがらんとして静かなので、一人でいるとつまんないので、帰ってくると言うので

す。成田に午前の 10 時に着いたのに、帰宅したのは終電でした。それでも、息子がい

なくなってから元気がなくなっていた母親である妻は、一気に活気づきました。僕も文句

なしに嬉しい。 

とかく日本のクリスマスはあれこれと言われます。でも、理由はどうあれ、その過ごしか

たがどうあれ、世の中にクリスマスがあることは良いです。 

（児童学科准教授 石津靖大）

 

■冬のリトリート参加者募集中 

テ ー マ／『それぞれの終着点～Memento Mori～』 

日 程／2010 年 2 月 8 日（月）～10 日（水） 2 泊 3 日 

場 所／八王子大学セミナーハウス 

 東京都八王子市下柚木 1987-1 http://www.seminarhouse.or.jp/index.html

参加費用／10,000 円 

申込締切／2010 年 1 月 26 日（火） 
 
聖書の学び、人生についての自由な話し合い、先生方との有意義な会話、ゲームやティ
ータイムなど、楽しいプログラムが用意されています。 
 
※ 現地集合、現地解散となります。 
※ 宿泊は洋室（3～4 名 1 室）となります。 
※ 申込み用紙はキリスト教センターにございます。費用を添えてお申込みください。 

 

 

行事・集会のご案内 

http://www.seminarhouse.or.jp/index.html


 年間聖句 

2009  
「よくよくあなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。しかし、もし死んだなら、豊かに実を結ぶようになる。」 

       （ヨハネによる福音書 第 12 章 24 節） 

聖学院教会祈祷会         1 月 14 日 お休み 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】     1 月 21 日 イザヤ書 第 26 章 東野 尚志 牧師 

1 月 28 日 イザヤ書 第 27 章 阿久戸 光晴 学長 （キャンパス祈祷会） 

 

 

1 月 13 日（水） 1 月 19 日（火） 

奨励者 渡辺 英人 

（コミュニティ政策学科准教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 541 番 

讃美奉献 HIS CＬAY‘ハレルヤ’ 

聖 書 イザヤ書 

  9 章 1 節（旧約 P.953）

祈 祷 

奨 励 「いつまでも、どんなときでも」 

祈 祷  

讃美歌 312 番 

後 奏  
 

1 月 12 日（火） 

1 月 15 日（金） 1 月 14 日（木） 

奨励者 古谷野 亘 
（人間福祉学科教授） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 ﾅｲﾃｨﾝｹﾞｰﾙ亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545（下）番 
交読文 29（詩 121 篇） 
聖 書 イザヤ書 

  60 章 1～3 節（旧約 P.1031）
祈 祷 
奨 励 「あけぼのの光が 

私たちに臨み」
祈 祷  
讃美歌 87Ｂ番 
後 奏  
 

奨励者 竹井 潔 

（コミュニティ政策学科講師） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545 番 

交読文 24（詩 100 篇） 

聖 書 マタイによる福音書 

  9 章 17 節（新約 P.13） 

祈 祷 

奨 励 「新しい皮袋」 

祈 祷  

讃美歌 217 番 

後 奏  
 

奨励者 佐藤 慎 

（聖学院小学校教頭） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 546 番 

交読文 38（イザヤ書 40 章） 

聖 書 ルカによる福音書 

  8 章 4～8 節（新約 P.98） 

祈 祷 

奨 励 「御言葉の種」 

祈 祷  

讃美歌 453 番 

後 奏  
 

奨励者 金谷 京子 

（児童学科教授） 

司会者 寺島 大祐 

奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 539 番 

交読文 41（マタイ伝 5 章） 

聖 書 コロサイ人への手紙 

  1 章 9～14 節（新約 P.314）

祈 祷 

奨 励 「感謝する心」 

祈 祷  

讃美歌 第ニ編 26 番 

後 奏  
 

1 月 21 日（木） 

奨励者 梅津 迪子 

（人間福祉学科教授） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545 番 

讃美奉献 ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ授業ﾒﾝﾊﾞｰ 

聖 書 伝道の書 

  3 章 14～17 節（旧約 P.924）

祈 祷 

奨 励 「すべての時には・・・」 

祈 祷  

讃美歌 第ニ編 59 番 

後 奏  
 

1 月 20 日（水） 

らすかみよ’ 

P.124） 

 

奨励者 平澤 昇 

（日本基督教団 韮崎教会牧師） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 543 番 

讃美奉献 聖歌隊‘すべし

聖 書 ルカによる福音書 

  20 章 9～15 節（新約

祈 祷 

奨 励 「神の思いと人の思い」 

祈 祷  

讃美歌 240 番 

後 奏  

1 月 22 日（金） 

奨励者 木村 真 

（経理部部長代行） 

司会者 阿久戸 光晴 

奏楽者 秋山 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545（下）番 

讃美奉献 教職員聖歌隊‘みのれるたのもは’ 

聖 書 テサロニケ人への第一の手紙 

  5 章 16～18 節（新約 P.323） 

祈 祷 

奨 励 「神様からの贈り物」 

祈 祷  

讃美歌 445 番 

後 奏  
 


